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ま
だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』（
一
）
影
山
輝
國
日
本
に
残
っ
た
『
論
語
義
疏
』
の
鈔
本
の
在
処
を
探
る
作
業
を
始
め
て
以
来
、
現
在
ま
で
三
十
六
本
の
所
在
を
確
認
し
得
た
。
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
○
天
文
本
十
巻
八
冊
（
巻
第
九
、
十
缺
）
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）、
十
四
年
（
一
五
四
五
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写
岡
田
真
旧
蔵
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行
二
十
字
大
東
急
記
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文
庫
蔵
○
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本
十
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冊
（
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十
缺
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二
年
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四
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〇
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行
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行
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○
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○
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第
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第
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三
年
（
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第
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五
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元
和
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四
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冊
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室
町
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、
巻
第
四
、
七
、
八
は
江
戸
写
有
馬
氏
溯
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堂
旧
蔵
楊
守
敬
旧
蔵
八
行
二
十
字
○
故
宮
本
存
巻
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四
一
冊
室
町
江
戸
間
写
楊
守
敬
旧
蔵
七
行
二
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一
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○
九
折
堂
本
十
巻
五
冊
江
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写
山
田
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広
九
折
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旧
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守
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九
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○
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進
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十
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五
冊
江
戸
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盈
進
斎
旧
蔵
楊
守
敬
旧
蔵
九
行
二
十
字
○
新
井
本
十
巻
四
冊
江
戸
末
明
治
初
写
新
井
氏
旧
蔵
楊
守
敬
旧
蔵
一
〜
三
巻
・
七
〜
十
巻
十
行
二
十
字
四
〜
六
巻
八
行
二
十
字
右
記
以
外
に
嘗
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
は
そ
の
所
在
が
不
明
な
鈔
本
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
有
不
為
斎
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
武
内
義
雄
が
大
正
十
三
年
一
月
五
日
、
懐
徳
堂
か
ら
『
論
語
義
疏
』
十
巻
及
び
「
校
勘
記
」
一
巻
を
出
版
す
る
際
に
、
十
本
の
鈔
本
（
宝
徳
本
・
文
明
本
・
延
徳
本
・
清

園
本
・
足
利
本
・
久
原
文
庫
本
・
図
書
寮
本
・
桃
華
斎
本
・
泊
園
書
院
本
・
久
原
文
庫
一
本
）
と
共
に
校
勘
に
用
い
た
も
か
い
ふ
の
で
あ
り
、
懐
徳
堂
末
期
の
門
下
生
で
あ
っ
た
伊
藤
介
夫
（
一
八
三
三
〜
一
九
一
二
）
の
有
不
為
斎
文
庫
旧
蔵
に
係
る
。
武
内
氏
の
「
校
―６６―
勘
記
」
条
例
に
は
、
凡
五
冊
、
毎
半
葉
九
行
、
行
二
十
三
字
、
疏
双
行
、
所
挙
注
家
、
唯
録
姓
、
不
録
名
、
疑
傚

疏
体
者
、
其
経
注
異
同
、
則
与
文
明
本
相
似
、
考
其
書
体
、
蓋
亦
慶
元
以
後
之
物
、
旧
蔵
伊
藤
氏
有
不
為
斎
、
今
託
存
大
阪
図
書
館
、
と
あ
る
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
大
正
七
年
七
月
、
大
阪
府
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
が
、
昭
和
十
四
年
六
月
に
寄
託
解
約
せ
ら
れ
、
伊
藤
家
に
返
却
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
年
同
月
、
大
阪
古
典
会
主
催
の
入
札
会
に
、『
有
不
為
斎
文
庫
善
本
入
札
目
録
（
有
不
為
斎
文
庫
御
蔵
書
入
札
目
録
）』
の
六
五
八
番
「
論
語
義
疏
加
藤
景
範
手
写
写
五
冊
」
と
し
て
競
売
に
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
競
売
の
際
、
こ
の
鈔
本
が
何
故
、
初
期
懐
徳
か
げ
の
り
堂
の
門
下
生
で
あ
っ
た
竹
里
加
藤
景
範
（
一
七
二
〇
〜
一
七
九
六
）
の
手
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
、
武
内
氏
は
ど
う
し
て
そ
れ
に
言
及
せ
ず
、
慶
長
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）・
元
和
（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）
以
後
の
物
で
あ
る
と
し
か
言
っ
て
い
な
い
の
か
。『
有
不
為
斎
文
庫
善
本
入
札
目
録
』
に
は
『
詩
律
兆
』
な
ど
加
藤
景
範
手
写
の
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
筆
跡
の
特
徴
か
ら
誰
か
が
推
定
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
鈔
本
は
、
昭
和
十
四
年
、
有
不
為
斎
文
庫
の
一
部
を
譲
り
受
け
た
懐
徳
堂
文
庫
に
も
見
当
ら
ず
、
競
売
以
来
、
杳
と
し
て
そ
の
所
在
が
知
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
は
、「
皎
亭
本
」
で
あ
る
。
内
野
五
郎
三
皎
亭
文
庫
の
旧
蔵
本
で
あ
り
、
上
段
の
写
真
は
昭
和
六
年
五
月
、
大
阪
府
立
図
書
館
に
お
い
て
論
語
展
覧
会
が
開
か
れ
た
際
に
制
作
さ
れ
た
『
論
語
善
本
書
影
』（
昭
和
六
年
六
月
三
日
発
行
）
に
掲
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
解
説
に
は
、
古
鈔
論
語
義
疏
（
図
版
第
五
十
二
）
十
巻
十
冊
内
野
皎
亭
氏
蔵
界
欄
縦
七
寸
一
分
五
厘
内
上
欄
一
寸
四
分
横
四
寸
三
分
半
葉
九
行
毎
行
二
十
字
注
文
双
行
上
欄
無
界
線
聞
く
此
書
写
は
南
北
朝
時
代
に
し
て
何
晏
叙
の
一
篇
は
足
利
学
―６７―
校
本
の
影
写
な
り
と
。
宜
乎
本
文
の
筆
致
古
雅
に
し
て
、
上
欄
の
書
入
も
共
に
同
筆
、
希
代
の
巨
璧
。
と
あ
る
。
川
瀬
一
馬
は
『
椎
園
』
第
一
輯
（
昭
和
十
二
年
一
月
三
十
日
発
行
）
で
、
昭
和
十
一
年
に
行
わ
れ
た
皎
亭
文
庫
の
入
札
会
で
内
野
氏
の
蒐
集
し
た
書
籍
が
諸
方
へ
散
じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
惜
し
み
、
「
皎
亭
文
庫
の
追
憶
」
と
題
す
る
一
文
を
草
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
こ
の
鈔
本
に
関
し
て
は
、
○
論
語
義
疏
十
冊
室
町
末
期
写
、


疏
を
も
含
む
通
例
の
伝
本
、
新
注
其
の
他
の
書
入
が
若
干
あ
る
。
裏
打
補
修
仮
綴
。
現
存
義
疏
諸
伝
本
十
数
本
の
中
、
足
利
学
校
蔵
の
一
本
等
と
共
に
書
風
其
の
他
よ
り
見
て
最
下
級
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、「
希
代
の
巨
璧
」
と
い
う
評
価
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
、
重
要
文
化
財
で
あ
る
足
利
本
も
ろ
と
も
か
な
り
冷
淡
な
扱
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
鈔
本
は
、
前
述
の
ご
と
く
昭
和
十
一
年
六
月
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
「
皎
亭
文
庫
内
野
家
並
某
家
蔵
品
入
札
」
が
行
わ
れ
た
際
、
六
百
十
九
円
で
落
札
さ
れ
た
（「
皎
亭
文
庫
内
野
家
並
某
家
蔵
品
落
札
価
格
表
」
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
二
日
）。
こ
れ
に
つ
い
て
か
い
ひ
と
弘
文
荘
反
町
茂
雄
は
そ
の
著
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
２
賈
を
待
つ
者
』（
一
九
八
六
年
十
二
月
平
凡
社
発
行
）
の
「
入
札
は
天
国
と
地
獄
―
内
野
皎
亭
文
庫
」
の
中
で
、『
太
平
記
抜
書
断
片
』
と
と
も
に
弘
文
荘
を
介
し
て
天
理
の
中
山
正
善
の
手
に
帰
し
た
旨
を
述
べ
て
い
る
（
二
〇
〇
頁
）。
そ
れ
な
ら
ば
天
理
図
書
館
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、『
太
平
記
抜
書
断
片
』
は
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
皎
亭
本
『
論
語
義
疏
』
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
天
理
図
書
館
に
は
な
お
未
整
理
の
本
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
か
、
反
町
氏
の
記
憶
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
昭
和
十
一
年
七
月
五
日
発
行
の
『
書
誌
学
』
第
七
巻
第
一
号
に
祥
渓
生
な
る
人
物
の
「
皎
亭
文
庫
入
札
後
日
譚
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、「
論
語
義
疏
十
冊
六
一
九
」
と
書
名
・
冊
数
・
落
札
価
格
を
表
示
し
た
後
、
室
町
時
代
写
本
。
九
行
二
十
字
書
写
。
中
に

疏
が
混
じ
、
上
層
に
新
注
が
加
は
っ
て
ゐ
る
。
足
利
の
よ
り
よ
い
。
義
疏
が
久
し
く
出
な
か
っ
た
の
で
、
朝
倉
屋
・
弘
文
荘
等
も
落
札
価
近
く
ま
で
入
れ
た
ら
し
い
が
取
れ
な
か
っ
た
。
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
天
理
図
書
館
に
は
清
煕
園
本
が
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
一
日
の
登
録
印
で
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、「
文
之
本
」
で
あ
る
。
東
福
寺
即
宗
院
旧
蔵
に
係
る
も
の
で
、
次
頁
の
写
真
は
昭
和
十
三
年
四
月
一
日
発
行
の
『
史
蹟
と
古
美
術
』
第
二
十
巻
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
に
、
粟
野
秀
穂
は
「
南
浦
文
之
と
其
教
化
」
と
題
す
る
一
篇
を
掲
げ
、
―６８―
東
福
寺
の
即
宗
院
に
論
語
義
疏
四
・
五
両
巻
を
珍
襲
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
見
る
に
疑
ひ
も
な
く
、
南
浦
文
之
和
尚
の
自
筆
本
で
あ
る
。
こ
の
書
も
と
巻
数
多
く
あ
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
今
は
こ
の
両
巻
の
み
が
こ
の
寺
の
所
蔵
で
あ
る
。
半
紙
に
罫
線
を
引
き
、
其
間
に
小
楷
を
以
て
、
章
句
註
字
を
加
へ
そ
の
傍
に
句
読
訓
点
を
施
し
て
居
る
。
文
之
は
流
石
に
学
僧
だ
け
あ
つ
て
、
用
意
周
到
、
し
か
も
筆
蹟
も
よ
く
整
ひ
誠
に
天
下
の
珍
襲
で
あ
る
。
文
之
和
マ
マ
尚
に
こ
の
義
疏
あ
る
事
は
西
村
天
囚
氏
の
日
本
宗
学
史
に
も
亦
「
宋
学
伝
来
」
の
淵
源
等
に
も
散
見
せ
ず
、
森
大
狂
氏
の
「
南
浦
文
之
和
尚
」
に
も
見
へ
て
居
ら
な
い
。
そ
れ
丈
け
に
珍
ら
し
い
書
籍
で
あ
つ
て
、
缺
本
で
あ
る
事
は
惜
し
い
事
で
は
あ
る
が
や
む
を
得
な
い
。
こ
れ
丈
け
で
文
之
和
尚
の
朱
子
学
史
上
の
学
僧
た
る
位
置
と
功
蹟
と
を
語
る
に
は
、
こ
れ
で
充
分
で
あ
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
が
村
上
雅
孝
で
『
近
世
初
期
漢
字
文
化
の
世
界
』（
平
成
十
年
三
月
二
十
日
明
治
書
院
発
行
）
の
第
一
章
「
文
之
玄
昌
と
漢
字
の
世
界
―
中
世
か
ら
近
世
へ
―
」（
一
〇
九
頁
）
で
、
粟
野
氏
の
文
を
引
用
し
た
後
、
『
東
福
寺
誌
』
の
慶
長
十
六
年
十
月
二
十
二
日
の
条
に
は
、
文
之
は
東
福
寺
、
同
塔
頭
、
起
春
龍
喜
へ
師
事
せ
し
を
以
て
同
寺
に
（「
に
」、
原
文
「
へ
」
に
作
る
）
屡
々
往
来
あ
り
、
又
（「
又
」
の
下
、
原
文
「
、」
有
り
）
文
之
の
書
き
た
る
『
論
語
―６９―
義
疏
』
第
四
・
五
の
両
冊
、
今
（「
今
」
の
下
、
原
文
「
、」
有
り
）
即
宗
院
に
在
り
、
同
好
の
士
に
は
得
難
き
珍
本
な
り
。
（
原
文
「
。」
無
し
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
が
即
宗
院
に
赴
き
問
い
合
わ
せ
た
所
、
現
在
は
所
蔵
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
行
方
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
東
福
寺
誌
』
の
刊
行
は
、
昭
和
五
年
、
粟
野
論
文
は
、
昭
和
十
三
年
発
表
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
之
手
書
の
『
論
語
義
疏
』
は
、
少
な
く
と
も
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
に
は
即
宗
院
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
）
内
は
影
山
の
挿
入
。
と
い
う
。
私
自
身
も
東
福
寺
即
宗
院
へ
行
っ
て
尋
ね
た
が
、
結
果
は
村
上
氏
と
同
様
で
あ
っ
た
。
文
之
は
桂
庵
の
遺
風
を
継
ぎ
、
新
註
に
拠
っ
て
、
博
士
家
の
訓
読
を
改
め
る
べ
く
「
文
之
点
」
を
創
始
し
た
人
物
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
古
注
系
『
論
語
義
疏
』
に
対
す
る
文
之
加
点
の
全
容
が
判
明
し
た
な
ら
ば
と
思
う
と
、
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
（
待
続
）
（
か
げ
や
ま
て
る
く
に
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
―７０―
